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The present paper describes a biological―ori nted energy system  Till noM/、、「e have been
organizing an energy system by considering only energy,so that都/e have not yet realized an
optilnal energy system  A hving thing synthesizes energy,material and imfomation and has an
energy system of high ettciency
ln this paper,a concept for bionic utility po、、アer systems besed on DNA―ty e information is
prpOsed
r?υこυ。′」s: energy system biological―oriented,po、ver system
1.はじ め に
地球生命圏を支える自然県境の修復と保全が
21世紀を間近にひかえた現代の最重要課題 と
なっている。環境問題は,現在我々が浴してい
る科学技術文明の不完全性が引き起こしたもの
であり,我々 の日常生活のいたるところで使わ
れている現代科学技術を根底から洗い直す段階
にきている。
先に述べたように(1),地球環境破壊の重要な
原因の一つに,地下資源を採掘し,燃焼によっ
て熱に変換して利用する現代エネルギー技術が
ある。燃焼にともなって大気に放出される炭酸
ガス濃度が増えつづけ, これが地球温暖化を進
行させ,気候変動の引き金となっている。世界
で最近1年間で発生した炭酸ガスの11%が,発
電部門からのものである(1)。現代エネルギー技
術は,物理,化学を中心とした現代科学が生ん
だ文明の一形態であり,それは我々を自然から
引き離す技術であつた。オイルショックの頃に,
世界に波及していつたエイモリ ・ー ロビンズの
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ソフト・エネルギ ・ーパスの思想は,エネルギー
技術版の“自然に帰れ"の訴えであつた。
本研究の究極の目標は,日本型ソフト・エネ
ルギ ・ーパスの実現である(1ちこのために,はじ
め,太陽光,風力,水力,波力,地熱などの再
生可能エネルギー賦存量を調査し,その結果,こ
れまで地下資源小国と言われた我が国は,再生
可能エネルギーに関しては豊かな国であること
を確認した(1)。問題は,量的には充分な再生可能
エネルギーを高効率で利用するエネルギー変
換,輸送,貯蔵,利用を含めたエネルギ ・ー シ
ステムの最適構成である。文献 (1)では,生体
情報を軸に,エネルギーフロー,物質循環が統
合された理想システムである生態系をモデルと
したエネルギー・システムの概念と構成の具体
案を述べた。
本論文では,日本型ソフト・エネルギー・パ
ス実現のために, これまでのエネルギー・シス
テムの問題点を指摘し,これらを乗り越える一
つの方法として生命論の応用を提案する。生命
論,生態学を指導原理とする健全な社会システ
ム,ライフスタイルの基本的概念を述べ,これ
を実現する技術の一つとして,生物を指向する
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